
もそもの評価過程の違いによるものであるのかは，今後

の検討課題である． 
いずれにしても，本研究では，楽曲に混入するノイズ

の音響特性を組織的に操作することによって，楽曲の印

象が対応的に劣化するだけでなく，生理的にも同様に対

応的に影響を及ぼすことを，今回の研究で確認すること

ができたと言えよう． 
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音訳 般若心経

― 般若心経とヒトゲノム ―
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 Transliteration Heat Sutra  

― Heart Sutra and the human genome ― 
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Abstract 
Heart Sutra was translated Xuanzang the wisdom scriptures original form has been documented in the 

establishment and Sanskrit characters in the year 150 BC, "Great Perfection of Wisdom Sutra" summarizes 
further shortened what was summarized in about 600 volumes, many of the statement was only fitting the 
Sanskrit original language in Chinese characters. Further, the "Kan jizai bosatsu" at the beginning is that of 
Kannon Bodhisattva, is a bodhisattva that reach out of relief watching the voice of those who are in suffering. 
In this paper, is regarded as one musical piece of the Heart Sutra, causing the notation, I was approaching 

from the sound of this notation on the meaning of the Heart Sutra. 
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．はじめに

当研究室では，植物，微生物から新規天然有機化合物

および生理活性物質の抽出，単離，精製を行っている。

抽出，単離，精製した天然物質の絶対構造は 線結晶解

析 や NMR(Nuclear Magnetic Resonance) を は じ め ，

IR(Infrared)，UV(Ultraviolet)，MS(Mass)スペクトルなど

の機器解析を駆使し決定した ～ 。特に物質の官能基な

どを同定する IR スペクトルは，分子の結合の振動を測定

するものである ）。そして観測された波数を音階に変換

することによって物質の振動と音階の関係について明ら

かにした。

近年，般若心経の意味を分かりやすく説いている著書

が数多く出版されている。これらはそれぞれの観点か

らその意味を説いているが，文の意訳というのは訳者の

生き方等が色濃く出てしまうものである。よって訳者の

生き方等が反映されている以上，般若心経の真の意味を

完全に訳せているかどうかは疑問である。 
般若心経は西暦 150 年頃に原形が成立しサンスクリッ

ト文字で文書化された般若経典を玄奘三蔵が翻訳し，「大

般若経」約 600 巻にまとめられたものをさらに短くまと

めたもので，その文の多くは原語のサンスクリット語を 
 

漢字にあてはめただけである。また，冒頭の「観自在菩 
薩」とは観音菩薩のことであり，苦しみの中にいる人々

の声(音)を「観」じて救済の手を差し伸べる菩薩である。 
また，読経をする際，打ち鳴らす木魚はリズムを整え

る音響器であり，中空の木片の一部に隙間を入れた木鼓

など，儀式を彩る一種の体響楽器である。 
本論文では，般若心経を一つの楽曲と捉え，音譜にお

こし，この音譜の音から般若心経の意味に迫った。 

．読経の音の音譜 
読経の音の高さは経典の読み手により全て異なる。し

かし，音の高さの高低差は全て同じであり，調を合わせ

ば同じ音になる。よってハ長調で音譜におこした(Fig.1)。 
まず，読経は木魚の音に合わせ所々音の高さの上げ下

げがあり，高音はAの音であり，低音は Cの音であった。

一方，それ以外の音は，E の音，F の音であった。つま

り般若心経の読経の音は，C，E，F，A，これら 4 つの

音で構成されていた。 
さらに，E の音は般若心経冒頭の｢摩訶般若波羅蜜多心 

経｣にあたる部分だけにあり，それ以降は，C，F，A の 3
音だけで構成されていた。 
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高音(A)・低音(C)の強調 
Fig.2 では A の 8 分音譜を含む 1 拍を実線で囲った。

ここで示す 1 拍とは 4 分音譜 1 つ分である。この実線で

囲った 1 拍の前または後の 1 拍は 3 つ(第 24 小節，第 95
小節，第 122 小節の実線で囲った 1 拍)を除き，4 分音譜 
 
 

 
 
 
 
 
 

(破線で囲った 1 拍)であった。また，C の 8 分音譜を含

む 1 拍に関しても同じであった。Fig.3 では C の 8 分音

譜を含む 1 拍を二重線で囲った。この二重線で囲った 1
拍の前または後の 1 拍はすべて 4 分音譜(破線で囲った 1
拍)であった。 

 
 

 
 
 
 
 
 

Fig.1 般若心経の音譜 
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Fig.1 般若心経の音譜 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.2 般若心経の音譜における高音(A)の強調 
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Fig.3 般若心経の音譜における低音(C)の強調(C)の強調

(A)の強調 
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．音から塩基への変換 
大野らにより定められた遺伝子塩基配列を音楽に転写

する場合の規則 7,8)を用い，般若心経の読経の音を遺伝子

塩基配列に変換した(Fig.4)。 
まず，Fig.4 より，般若心経冒頭の｢摩訶般若波羅蜜多

心経｣の音は，C，E，F，A の音からなり，A(adenine)，
T(thymine)，G(guanine)，C(cytosine)の 4 つの塩基に変換

された(Fig.4 の下線部)。次に，｢摩訶般若波羅蜜多心経｣

以降の音は，C，F，A の 3 つの音からなり，T，G，C の

3 つの塩基に変換された。しかし，3 種類の塩基だけの塩

基配列は存在せず，よって遺伝子塩基配列として成立し

なかった。 

 

．般若心経とヒトゲノムとの関係 
般若心経の読経の音を変換した塩基配列の塩基は全部

で 395 個であった。また，冒頭の｢摩訶般若波羅蜜多心経｣

の音を変換した遺伝子塩基配列の塩基は 12 個であり，そ

の割合を計算すると， 
12 ÷ 395 × 100 ≒ 3 

となり，全体の約 3 ％であった。よって残り約 97％の塩

基が遺伝子塩基配列として成立しない塩基であった。 
一方，ヒトゲノムにおいて，遺伝子に相当する塩基配

列のエクソンは全体の約 3 ％で，遺伝子以外の塩基配列

であるジャンク DNA とも呼ばれているイントロンは 
 

 Fig.4 般若心経の音譜と変換した遺伝子塩基配列 

 (A)の 
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97 ％である。これは般若心経の遺伝子塩基配列における

割合の数値と一致した。 
また，4 つの塩基で構成された塩基配列，すなわち上

記の約 3 ％にあたる部分は般若心経において，｢摩訶般

若波羅蜜多心経｣とこの経典が何であるかを示す部分で

ある。     
一方，エクソンはタンパク質のアミノ酸配列を指示す

る遺伝子塩基配列である。よって，般若心経とヒトゲノ

ムはこのようなことにおいても一致した。 
 
．おわりに  
般若心経において重要な意味を持つのは，｢摩訶般若波

羅蜜多心経｣以降の約 97 ％の部分である。よって般若心

経と遺伝子が関係しているのであれば，般若心経と同様

にヒトゲノムの約 97 ％を占めるジャンク DNA こそが

ジャンクなのではなく，真に意味を持つ部分であるとい

える。実際にあらゆる研究機関でジャンク DNA の研究

が進められ，少しずつジャンク DNA にも意味があるこ

とが解明されている。 
一方，古の宗教儀式における音楽には，古今東西を問

わずできるだけ一定のテンポを維持しながら奏でている

性質がある。木魚を使って奏でる｢摩訶般若波羅蜜多心

経｣の 10 文字は般若心経の正式名称｢般若波羅蜜多心経｣

に，｢摩訶｣（偉大な）の接頭辞を付けて表記されている

経題である。したがって本文 262 文字と「般若心経」4
文字には，宗教的修行によって，外界との接触を絶ち，

法悦状態（トランス状態）に入るための一つの方法論が

隠されている。その方法論とは，その意味を探るのでは

なく，「無」から「有」を生む。考えないことによって気

づきが得られる。言い換えれば「我」を捨てることにお

いて知恵が授かる。すなわち，般若心経には，何もない

「無」の世界観が「文字」ではなく「音」として表現さ

れている。 
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